
   
 

平 成 ３ １ 年 ４ 月 ８ 日 

総合政策局公共交通政策部 
 

IoT や AI を活用した新たなモビリティサービスの社会実装に向け、 

地域と企業の協働を促す「スマートモビリティチャレンジ」をスタートします 
 

新たなモビリティサービスの社会実装を通じた移動課題の解決及び地域活性化を目指し、今

年度から、新プロジェクト「スマートモビリティチャレンジ」を開始します。国土交通省及び経済

産業省では、先駆的取組に挑戦する「パイロット地域」における事業計画策定に対する支援

などにより、地域と企業の協働による意欲的な挑戦を促します。 
 
１．背景 

第４次産業革命の波がモビリティの世界に到来し、IoT や AI を活用した新たなモビリティサービスが拡

がりつつあります。新たなモビリティサービスが進展することで、より高付加価値で快適な移動を実現す

るとともに、幅広い産業の活性化に資することが期待されています。 

 

２．「スマートモビリティチャレンジ」について 

国土交通省・経済産業省で、将来の自動運転社会の実現を見据え、IoT や AI を活用した新たなモビ

リティサービスの社会実装を通じた移動課題の解決及び地域活性化に挑戦する地域や企業を応援す

る新プロジェクト「スマートモビリティチャレンジ」を開始します。 

以下の取組を通じて、ベストプラクティスの抽出や横断的課題の整理等を進め、新モビリティサービス

の普及拡大を推進していきます。 
 
［主な取組］ 

・「スマートモビリティチャレンジ推進協議会」を立ち上げ、地域毎にシンポジウムを開催するなど、地域

や企業等の取組に関する情報共有を促進し、ネットワーキングを進めます。（別紙参照） 

・先駆的取組に挑戦する「パイロット地域」に対する事業計画策定や効果分析等の支援を実施します。

（「パイロット地域」の募集・選定については、詳細が固まり次第、お知らせします。） 
 
なお、国土交通省では「スマートモビリティチャレンジ」とも連携し、「新モビリティサービス推進事業」

（平成３１年度新規事業）を実施します。全国各地のＭａａＳ等新たなモビリティサービスの実証実験を支

援し、地域の交通サービスの課題解決に向けたモデル構築を行います。 

（「スマートモビリティチャレンジ」の「パイロット地域」への応募の有無にかかわらず、本事業の要件を満

たす場合には応募が可能です。近日中に公募開始予定です。） 

 
＜参考：関連サイト＞ 
  ・「都市と地方の新たなモビリティサービス懇談会」中間とりまとめ 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000089.html 
・スマートモビリティチャレンジ推進協議会の公表ページ 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/smart_mobility_challenge/index.html 

・自動車新時代戦略会議の公表ページ 
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/jidosha_shinjidai/003.html 

 

 

同時発表 経済産業省 



＜本発表資料のお問合せ先＞ 

■新モビリティサービス推進事業について 

国土交通省総合政策局公共交通政策部交通計画課 

  担当：日下、小川、日野杉、長尾 

  電話：（代表）03-5253-8111（内線 54903） 

      （直通）03-5253-8980 

  FAX：03-5253-1513 
 
■スマートモビリティチャレンジについて 

経済産業省製造産業局 

モビリティと地域・都市の未来プロジェクトチーム 

担当参事官：小林 （担当：眞柳、増田、梅垣） 

電話： （代表）03-3501-1511（内線 3831） 

（直通）03-3501-1618 

E-mail：contact_mobility_pt@meti.go.jp 

 

＜「スマートモビリティチャレンジ推進協議会」事務局連絡先＞ 

株式会社野村総合研究所 

グローバルインフラコンサルティング部 

担当者：大野、新谷、村岡 

電話： （代表）03-5533-2111 

E-mail：mobility_office@nri.co.jp 

 


